義に先行する赦し--ペラギウス主義に対するイエスの回答 by 本多 峰子 & Mineko Honda




















































































される。現存する第 4 エズラ書（4 エスドラ書）は、ローマによる西暦 70 年のエルサレム神
殿の崩壊後に書かれたとされ、イエスよりも時代的には少し下るが、この書には、そのよう
な罪意識と罪に対する報いへの不安が明らかに示されている。すなわち、神の民とされるイ
スラエルがなぜ神を信じぬ輩に滅ぼされたのかという問いがあり（第 4 エズラ書 4:23-25,6 類
似の文言が、シリア語バルク黙示録 5:1 にある）、それに続いて、個人のレベルでも、神の創
造と恵みの配分に対して、以下のような嘆きと問いが表明されているのである。
































6:11 神の人よ、［…］ 義、敬虔、信仰、愛、忍耐、柔和を追い求めなさい。12 信仰の戦い
を立派に戦い抜き、永遠の命を手に入れなさい































































































































































































































































であろう。ベイリーは、徴税人の祈り、「私を憐れんでください」（i `la,sqhti , moi）が、ギ
リシア語で通常「私を憐れんでください」に用いられる evle,hso,n me（ルカ自身が同じ章の
18:38, 39 で用いている）と異なっていることに注意を促し、i`la,skomai という動詞は、新約
聖書ではこことヘブライ人への手紙 2:17 にしか用いられていないこと、名詞としては、4 回 
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、食べ物を得るために































































神への立ち帰りが旧約でいう悔い改めの本質であることを示している。cf. 歴代下 30:6; イザヤ













































































うために、夜明けに出かけて行った。2 そして、1 日につき 1 デナリオンの約束をして、
労働者をぶどう園に送った。3 また、9 時ごろ行ってみると、何もしないで広場に立って
いた人々がいたので、4 「あなたたちもぶどう園に行きなさい。正しいだけのものを払っ
てやろう」と言った。5 それで、その人たちは出かけて行った。主人は、12 時ごろと 3
時ごろにまた出て行き、同じようにした。6 5 時ごろにも行ってみると、ほかの人々が立














































































被造物の必要に応じて答える愛を表すとしている。（ヨナ 2:9; 詩 59:18, 144:2; etc.）。ことに、神の民を敵や
苦境から救う愛（創世記 19:19; 39:21（J）, 出エジプト 5:13, エレミヤ 31:3, エズラ 7:28 9:9, 詩 21:8 31:17; 31:22; 
32:10; 33:22; 36:8, 11;42:9; 44:27; 48:10; 59:17; 66:20; 85:8; 90:14; 94:18; 107:8,15, 21; 107:31; 143:8, 12; ヨブ 37:13; 
ルツ 1:8; 2:20; 人々はその愛に信頼すべきであり （詩 13:6; 52:10）、喜び（詩 31:8）、希望をもつ（詩 33:18; 
147:11）。この愛は、アブラハムやモーセへの契約を守る愛でもある（ミカ 7:20; ダニエル 9:4）。 Cf. BDB-
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